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5 月 31 日、6 月 1 日に 6 年生が修学旅行に行きます。行き先は、3年ぶりに広島方面に行くことになりま

した。1日目は平和学習を中心に広島の町に、2日目は、宮島の厳島神社や水族館を訪れます。 

校内の平和学習では、平和を願い、全校児童で折り鶴を折りました。6年生が 1年生から 5年生までの児

童に折り鶴の折り方を教え、折ってもらいました。6年生が分かりやすく優しく教えてくれるので、どの児

童も上手に鶴を折ることができました。それを 6 年生が糸でつなげて束にして、すみれガ丘小学校を代表

して平和記念公園内にある佐々木貞子さんの像に捧げてくれます。 

また、先日 6年生は、当時広島の町に住んでいてご家族を原爆でなくされた 93歳の岡邊好子さんの体験

談を聞きました。6 年生は、「今の私たちの平和があるのは、戦争で亡くなった人たちの犠牲があってから

こそである。戦争で亡くなった人たちの分まで、命を大切にし、しっかりと勉強をして、平和を守っていか

なければならない。」ということを感想に述べていました。 

修学旅行では、平和の祈りを込めて折り鶴を捧げ、平和の鐘を鳴らし、原爆ドーム、平和記念資料館、被

爆した本川小学校、慰霊碑などを訪れながら、原子爆弾が落とされた広島の町を体感してきます。 

また、学校に帰ってからも、修学旅行で学んだことをふり返りながら、平和についての学習は続く予定で

す。 

今なお、世界の中では、戦争が起こり、民や子どもたちが、命の危険にさらされている国があります。世

界中が平和であるためには、戦争をしてはいけない、ということや命の尊さ、平和の大切さを継続して子ど

もたちに伝えていかなければならないと思います。ご家庭でもこの機会に、平和についての話をしてみて

ください。 

 つい先日、こんなことがありました。本校の低学年児童が登校中に転けて、足をすりむき、顔から鼻血が

出ているところを、御殿山中学校の生徒さん 4，5人が手当をしてくれるということがありました。それを

見ていた地域の方が、市教育委員会に、その児童生徒が遅刻をするかも知れないことを学校に伝えて欲し

い旨を連絡され、さらに市教育委員会からそれぞれの学校に連絡がありました。中学生の心の温かさ、地域

の方の心の温かさを感じるとともに、困っている人にさっと手をさしのべることができる行動力に感心し

ました。感謝でいっぱいです。身近な平和とはこういうことだと感じました。 

宝塚市立すみれガ丘小学校 

令和 4 年（2022 年）5 月 30 日 

 学校通信 ６月号 

＜すみれっ子広場＞６日（水）  ＜寺子屋すみれ＞７日（木）・１４日（木）  ＜英語クラブすみれ＞１３日（水）  

児童の熱中症対

策


